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れた口下顎骨においては，口唇，口蓋裂例は，対照例に比較して， Men ton, Pogonion が後方に，
Gonion, Articulare が上方に位置し，下顎角(下顎下縁と下顎枝後縁とのなす角)は聞大し，。角






























側上下顎中切歯の各々について， 角度的計測， およびトノレコ鞍の中心を原点とし， 前脳頭蓋底をX
軸，乙れと直交する Y*Ißを設けた直角座出系による秘的計測をおこない，更にその成績を統計学的に
処理して比較検討をおこなった。
その概要は，口唇，口蓋裂患者の上顎骨が前脳頭蓋底からみて，健康者基準よりも有志の差で，後
上方に位置し，又下顎骨においてもほぼ同様の傾向を示し，下顎角は聞大しているが，実効長， (Ar 
-Me)，骨体長 (Po-Go) はいずれも短かく，口唇，口蓋裂忠者の発育完了形態において，上顎骨のみ
ならず下顎骨にも，明らかに発育阻害のあることが認められた。
口唇裂の既形成手術例中，未口蓋形成手術例のものと，既日蓋形成手術例のものと比較すると，後
者の上顎骨，下顎骨，上下顎中切歯は，前者よりも，健康者により近い状態を示し，ことに下顎骨の
Gonion, Articulare でこれが明らかに認められた。
すなわち本論文は， 日本人の口唇，口蓋裂患者成人男子の顎，顔面頭蓋骨の発育状態を矢状断面上
において把握し，健康成人男子との比較において，上顎骨のみならず下顎骨にも，明らかに発育阻害
があらわれていることを確認し，更に，口蓋裂の形成子討すがおこなわれたものにおいては，顎顔面頭
蓋骨の発育阻害が比較的少なく，健康者の発育形態により近い林相を呈していたという興味ある事尖
を認めている。口蓋裂形成子術の早期，腕lW についての子術時期決定が，確立されていない現状にお
いて，手術時期決定の再検討に一指針を与えたものである。
以上，本論文は今後，乙の分野における研究の発展のために，貴重な資料を提供した有意義な業績
であると思われるものであって，歯学に貢献するところ大であり，歯学博土の学位を受けるに充分資
格あるものと認める。
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